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明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

一
九
六
二
年
、
三
九
三
頁
。

（
17
） 「
牧
社
開
設
率
先
人
名
調
」G2-60-1

。

（
18
） 「
牧
場
貸
下
ノ
件
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
三
五
・
一
四
〇
・
一
五
三
・
一
六
一
〜

一
六
二
・
一
六
四
頁
。

（
19
） 「
明
治
一
一
年
一
月　

嶺
岡
牧
社　

雑
書
」G2-14

。

（
20
） 

前
掲
『
安
房
酪
農
百
年
史
』
四
一
〜
四
二
頁
。

（
21
） 「
嶺
岡
牧
社
株
主
連
名
簿
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
七
〇
〜
一
七
六
頁
。

（
22
） 「
牧
附
村
々
ノ
心
得
」C3
。C3

は
、
嶺
岡
牧
に
関
す
る
書
類
を
綴
じ
た
史
料
で
あ
る
。「
牧

附
村
々
ノ
心
得
」
に
は
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
牧
附
村
々
ノ
心
得
」
の
前
に
綴

じ
ら
れ
て
い
る
史
料
と
継
続
す
る
史
料
と
推
定
さ
れ
る
。
前
の
史
料
が
「
牧
業
上
ニ
就
テ

ハ
弐
拾
九
ケ
村
ニ
限
ル
」「
牧
夫
」
等
、
嶺
岡
牧
社
時
期
を
示
す
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
史
料
も
嶺
岡
牧
社
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
23
） 「
追
揚
人
夫
廻
章
」G2-110-28

、「
牧
社
用
回
章
」G2-110-29

、「
追
揚
人
夫
廻
章
」G2-

110-30

、「（
追
揚
人
夫
廻
章
）」G2-110-31

。

（
24
） 「
牧
附
村
々
ノ
心
得
」C3

。

（
25
） 「（
嶺
岡
牧
場
下
草
等
之
義
ニ
付
回
答
）」
明
治
一
四
年
一
一
月
、
嶺
岡
牧
社
（『
農
務
顛
末
』

第
六
巻
）
一
八
三
頁
。

（
26
） 「
秣
下
草
苅
取
方
千
葉
県
ヘ
差
許
ノ
件
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
八
一
〜
一
八
六
頁
。

（
27
） 「
嶺
岡
牧
場
下
草
等
之
義
ニ
付
回
答
」
明
治
一
四
年
一
〇
月
八
日
、
朝
夷
郡
長
狭
郡
長
吉

田
謹
尓
（（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
八
四
頁
。

（
28
） 

前
掲
『
安
房
酪
農
百
年
史
』
三
二
頁
。

（
29
） 

同
前
、
三
一
〜
三
二
頁
。

（
30
） 「（
通
知
）」
明
治
一
六
年
一
月
三
一
日
、F83

。

（
31
） 「
嶺
岡
牧
場
返
還
ノ
儀
上
申
」
明
治
一
六
年
（『
千
葉
県
の
歴
史
』
近
現
代
4
）
四
二
八
頁
。

（
32
） 「
牧
社
開
設
率
先
人
名
調
」G2-60-1

。

（
33
） 「
景
況
調
査
書
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
三
〇
〜
一
三
二
頁
。

（
34
） 「
記
録
材
料
農
商
務
省
第
五
回
報
告
」（
国
立
公
文
書
館
）。

（
35
） 「
牧
付
各
村
ヘ
諭
達
方
千
葉
県
ヘ
依
頼
ノ
件
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
七
八
〜
一
八

一
頁
。

（
36
） 「
千
葉
県
ヘ
牧
場
貸
下
ノ
件
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
九
七
〜
一
九
八
頁
。

（
37
） 

嶺
岡
畜
産
会
社
「
嶺
岡
畜
産
会
社
第
一
回
実
際
考
課
状
」
明
治
二
二
年
度
、H

2-154

。

（
38
） 「
嶺
岡
牧
場
拝
借
及
現
在
牧
牛
馬
建
物
等
御
払
下
願
」
明
治
二
一
年
一
一
月
一
八
日
、

F79

。

（
39
） 

嶺
岡
畜
産
会
社
「
嶺
岡
畜
産
会
社
第
一
回
実
際
考
課
状
」
明
治
二
二
年
度
、H

2-154

。

（
40
） 「
有
限
責
任　

嶺
岡
畜
産
会
社
定
款
」H

2-155

。

（
41
） 

同
前
。

（
42
） 「
株
式
調
」F79

。

（
43
） 「
明
治
二
二
年
一
月
嶺
岡
畜
産
会
社
株
式
申
込
加
盟
帳
」F79-1

。

（
44
） 「
有
限
責
任　

嶺
岡
畜
産
会
社
定
款
」H

2-155

。

（
45
） 「
嶺
岡
畜
産
会
社
定
款
改
正
案
」
明
治
二
六
年
八
月
、
嶺
岡
畜
産
会
社
長
、O

2-10

。

（
46
） 「
畜
産
会
社
申
合
規
約
諸
（
マ
マ
）言
」F79-2-2

。

（
47
） 「
嶺
岡
畜
産
会
社
定
款
改
正
案
」
明
治
二
六
年
八
月
、
嶺
岡
畜
産
会
社
長
、O

2-10

。

（
48
） 「
県
庁
ノ
方
針
」F79-2

。

（
49
） 「
嶺
岡
畜
産
会
社
申
合
規
則
」F79-2-3

。

（
50
） 「
県
庁
ノ
方
針
」F79-2

。

（
51
） 

嶺
岡
畜
産
会
社
「
嶺
岡
畜
産
会
社
第
四
回
実
際
考
課
状
」
明
治
二
五
年
度
、H

2-157

。

（
52
） 

嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
「
嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
第
五
回
実
際
考
課
状
」
明
治
二
六
年
度
、

H
2-153

。

（
53
） 

嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
「
嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
第
六
回
報
告
書
」
明
治
二
七
年
度
、H

2-21

。

（
54
） 

同
前
。

（
55
） 

同
前
。

（
56
） 

嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
「
嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
第
七
回
報
告
書
」
明
治
二
八
年
度
、H

2-
161

。

（
57
） 

嶺
岡
畜
産
会
社
「
嶺
岡
畜
産
会
社
第
二
回
実
際
考
課
状
」
明
治
二
三
年
度
、H

2-18

。

（
58
） 

同
前
。

（
59
） 「
嶺
岡
畜
産
会
社
種
牝
牛
貸
与
規
則
」H

1-43

。

（
60
） 
嶺
岡
畜
産
会
社
「
嶺
岡
畜
産
会
社
第
二
回
実
際
考
課
状
」
明
治
二
三
年
度
、H

2-18

。

（
61
） 
嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
「
第
十
八
回
営
業
報
告
書
」
明
治
三
九
年
度
、P4-1-26-6

。

（
62
） 

嶺
岡
畜
産
株
式
会
社
「
第
十
九
回
営
業
報
告
書
」
明
治
四
〇
年
度
、P4-1-26-8

。
嶺
岡
畜

産
株
式
会
社
「
第
二
十
回
営
業
報
告
書
」
明
治
四
一
年
度
、P4-1-26-4

。
嶺
岡
畜
産
株
式

会
社
「
第
二
拾
二
回
営
業
報
告
書
」
明
治
四
三
年
度
、P4-1-26-3

。

 

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
七
号

の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
明
治
初
期
の
官
有
地
払
下
げ
は
、
牧
の
入
会
利
用
を
行
っ
て
い
た
牧

付
村
に
と
っ
て
は
、
従
来
の
入
会
地
利
用
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
危
機
を
起
こ

し
た
。
牧
付
村
民
に
よ
る
畜
産
業
は
、
士
族
授
産
と
あ
い
ま
っ
て
、
士
族
層
の
嶺

岡
牧
社
へ
の
加
入
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
士
族
層
と
い
う
新
規
加
入
者

は
、
入
会
慣
行
の
規
制
が
及
ば
な
い
人
々
の
牧
へ
の
加
入
を
意
味
し
た
。
牧
付
村

で
は
、
村
の
総
代
持
ち
の
嶺
岡
牧
社
の
株
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
民
の
入
会

権
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
村
の
入
会
地
利
用
を
重
視
す
る
牧
付
村
と
、

畜
産
業
を
重
視
す
る
新
規
加
入
者
で
は
、
牧
の
管
理
方
法
を
め
ぐ
り
対
立
が
生
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
再
度
、
牧
付
村
が
畜
産
業
に
着
手
す
る
際
に
、
牧
付
村
は
株
式
の
過

半
数
を
牧
付
村
で
持
つ
よ
う
確
認
し
、
牧
付
村
以
外
の
人
々
の
加
入
を
制
限
し
、

入
会
慣
行
の
維
持
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
入
会
村
に
お
い
て
、
株
式
を
土
手
垣
の

長
さ
と
戸
数
を
加
味
し
て
村
に
割
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
牧
の
修
繕
・
維
持
の

負
担
と
畜
産
業
か
ら
の
利
益
の
分
配
を
連
動
さ
せ
、
牧
の
入
会
地
利
用
と
畜
産
業

の
両
立
を
は
か
っ
た
。
だ
が
、
畜
産
業
か
ら
の
利
益
が
充
分
で
は
な
い
と
の
こ
と

か
ら
、
牧
は
地
先
村
々
に
売
却
さ
れ
、
立
木
処
分
、
牛
馬
売
却
が
な
さ
れ
、
牧
付

村
を
主
体
と
す
る
畜
産
業
は
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

注（
1
） 

農
林
大
臣
官
房
総
務
課
編
『
農
林
行
政
史
』
第
三
巻
、
一
九
五
八
年
、
三
三
頁
。

（
2
） 

同
前
、
三
六
頁
。

（
3
） 「
景
況
調
査
書
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
、農
林
省
、一
九
五
七
年
）
一
二
六
〜
一
二
七
頁
。

（
4
） 「
嶺
岡
牧
社
の
概
要
」
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
（『
千
葉
県
の
歴
史
』
近
現
代
4
）
四

二
〇
頁
。

（
5
） 「
景
況
調
査
書
」（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
一
二
六
〜
一
二
七
頁
。

（
6
） 「
嶺
岡
牧
場
御
引
渡
并
牧
業
改
良
及
監
督
方
法
」
明
治
二
〇
年
七
月
三
一
日
、
千
葉
県
属

糟
谷
音
安
（『
農
務
顛
末
』
第
六
巻
）
二
〇
〇
〜
二
〇
一
頁
。

（
7
） 

千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
近
世
1
、
千
葉
県
、
二
〇
〇
七
年
、

七
四
九
〜
七
五
九
頁
。

（
8
） 

千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
近
現
代
1
、千
葉
県
、二
〇
〇
二
年
、

四
六
七
頁
。

（
9
） 

金
木
精
一
編
『
安
房
酪
農
百
年
史
』
安
房
郡
畜
産
農
業
協
同
組
合
、
一
九
六
一
年
、
二
二
・

二
八
・
三
二
頁
。
前
掲
『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
近
世
1
、
七
五
九
〜
七
七
五
頁
。
前

掲
『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
近
現
代
1
、
四
六
六
〜
四
六
七
頁
。

（
10
） 「
野
付
」「
野
続
」「
牧
付
」「
牧
附
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
史
料
以
外
は
「
牧

付
」
と
統
一
す
る
。

（
11
） 「
野
付
」
三
六
か
村
は
平
郡
山
田
村
・
中
村
・
荒
川
村
、
長
狭
郡
北
風
原
村
・
平
塚
村
・

細
野
村
・
大
川
面
村
・
吉
保
仲
村
・
宮
山
村
・
南
小
町
村
・
上
小
原
村
・
下
小
原
村
・
川

代
村
・
上
野
村
・
東
野
尻
村
・
西
野
尻
村
・
貝
渚
村
・
岡
波
太
村
・
宮
野
下
村
・
二
子
村
・

中
居
村
・
代
野
村
・
西
山
村
・
星
ヶ
畑
村
・
太
尾
村
・
来
秀
村
、
朝
夷
郡
西
小
戸
村
・
珠
師
ヶ

谷
村
・
石
堂
村
・
石
堂
原
村
・
川
谷
村
・
宮
下
村
・
御
子
神
村
・
大
井
村
・
黒
岩
村
・
上

三
原
村
。「
最
寄
」
三
〇
か
村
は
、
平
郡
吉
井
村
、
長
狭
郡
金
束
村
・
古
畑
村
・
奈
良
林
村
・

佐
野
村
・
釜
沼
村
・
大
幡
村
・
寺
門
村
・
横
尾
村
・
松
尾
寺
村
・
成
川
村
・
北
小
町
村
・

押
切
村
・
坂
東
村
・
大
田
学
村
・
池
田
村
・
京
田
村
・
竹
平
村
・
下
打
墨
村
・
大
里
村
・

八
色
村
・
花
房
村
・
上
打
墨
村
・
中
打
墨
村
・
滑
谷
村
・
和
泉
村
・
横
渚
村
、
朝
夷
郡
磑

森
村
・
布
野
村
・
五
十
蔵
村
。

（
12
） 「
人
足
」「
人
夫
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
人
夫
」
と
統
一
す
る
。

（
13
） 「（
年
譜
）」C3

「
南
房
総
市
石
堂
家
文
書
」（
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
県
史
収
集
複
製
資
料
）。

以
下
、
断
り
の
な
い
限
り
「
石
堂
家
文
書
」
に
よ
る
。
現
在
、
嶺
岡
牧
に
関
す
る
千
葉
県

文
書
館
が
公
開
し
て
い
る
地
方
史
料
は
「
石
堂
家
文
書
」
の
み
で
あ
る
。

（
14
） 「（
年
譜
）」C3

。
従
来
『
千
葉
県
史
明
治
編
』
で
は
、
嶺
岡
牧
の
払
下
げ
は
、
こ
の
牛
疫

の
発
生
に
よ
っ
て
、「
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
以
来
の
嶺
岡
牧
場
お
よ
び
付
近
の
村
々

の
牛
疫
に
手
を
や
い
た
政
府
の
部
内
で
は
、
牧
場
の
事
業
を
民
間
に
移
す
機
運
が
動
い
て

き
」（
三
九
四
頁
）
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
嶺
岡
牧
に
お
け
る
牛
疫
の
発
生
以
前
に
、
す

で
に
払
下
げ
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
15
） 「（
御
牧
場
内
勝
手
入
込
存
続
願
）」
明
治
六
年
、G1-1

。

（
16
） 

前
掲
『
農
林
行
政
史
』
第
三
巻
、
五
二
頁
。
千
葉
県
編
『
千
葉
県
史　

明
治
編
』
千
葉
県
、
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明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

し
て
高
額
で
販
売
し
よ
う
と
し
た
（
55
）。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
は
限
界
が
あ
り
、

二
八
年
度
に
は
廃
止
さ
れ
た
（
56
）。

支
出
か
ら
は
、
放
牧
に
よ
り
畜
養
費
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明

治
二
三
年
度
に
は
、
乳
牛
と
な
る
見
込
み
の
牛
に
つ
い
て
も
、
飼
料
品
が
高
額
な

た
め
「
舎
飼
ヲ
ナ
ス
ハ
収
支
相
償
ハ
サ
ル
」
と
（
57
）、
東
牧
二
〇
町
歩
の
「
牧
草

ノ
改
良
ニ
着
手
」
し
「
荊
蕀
ヲ
苅
除
」
し
、良
種
牛
の
牧
と
す
る
計
画
を
立
て
た
。

さ
ら
に
、
牧
場
内
に
区
域
を
設
け
「
牡
犢
ヲ
追
入
レ
馴
」
れ
さ
せ
「
捕
手
ノ
人
夫

ヲ
省
ク
コ
ト
」（
58
）
が
議
決
さ
れ
た
。

明
治
二
三
年
に
は
「
嶺
岡
畜
産
会
社
種
牝
牛
貸
与
規
則
」（
59
）
が
定
め
ら
れ
た
。

洋
種
・
雑
種
の
「
種
牝
牛
」
を
近
隣
農
家
へ
貸
与
し
、
嶺
岡
畜
産
会
社
は
時
々
主

務
員
を
農
家
へ
派
遣
し
「
管
理
ノ
良
否
ヲ
検
査
」（
60
）
し
た
。
二
三
年
に
は
洋
牛

一
八
頭
、
雑
種
三
〇
頭
が
貸
与
さ
れ
た
。
預
り
人
は
「
従
来
牧
牛
ニ
従
事
」
し
て

お
り
、「
身
元
確
実
」
で
「
生
計
ニ
差
支
ナ
キ
者
」、「
本
社
事
務
所
ヨ
リ
距
離
三

里
以
内
ノ
地
ニ
住
居
ス
ル
者
」な
ど
の
条
件
が
付
さ
れ
た（
第
二
条
）。
貸
与
牛
は
、

「
居
住
外
」
で
の
畜
養
や
、
他
人
へ
の
貸
与
を
禁
止
さ
れ
た
（
第
七
条
）。
貸
与
牛

の
「
飼
養
料
」
や
「
獣
医
ノ
診
察
料
及
薬
品
代
」
は
、
嶺
岡
畜
産
会
社
か
ら
預
か

り
人
へ
交
付
さ
れ
た
（
第
八
条
・
第
十
八
条
）。
嶺
岡
畜
産
会
社
は
、
搾
乳
用
と

し
て
引
き
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
（
第
一
一
条
）、
乳
出
閉
止
後
は
預
か
り
人
へ
牛

を
返
し
た
（
第
一
二
条
）。
牝
牛
が
分
娩
し
た
仔
牛
は
二
か
月
以
上
は
本
社
で
畜

養
し
、
三
か
月
以
降
預
か
り
人
へ
返
し
、
五
か
月
目
以
降
は
、「
貸
与
牛
ノ
年
齢

種
類
及
分
娩
期
ノ
長
短
ニ
因
リ
、
該
牛
ノ
分
娩
シ
タ
ル
仔
牛
ノ
代
金
」
の
二
分
の

一
か
ら
六
分
の
一
が
飼
料
代
と
し
て
預
か
り
人
へ
交
付
さ
れ
た
（
第
八
条
）。
嶺

岡
畜
産
会
社
は
、
種
牝
牛
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
放
牧
に
よ
る
冬
季
の
疲
労
や
事

故
か
ら
種
牝
牛
を
保
護
し
た
。
農
家
は
牛
糞
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
預

牛
馬
歩
合
」
支
出
が
四
三
年
度
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
牝
牛
貸
与
は
継
続
的
に
行

わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

他
の
支
出
と
し
て
、
土
手
垣
の
修
繕
は
牧
付
村
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

営
繕
費
は
少
な
い
。
給
与
・
賞
与
が
多
く
、
雑
給
も
含
め
れ
ば
人
件
費
が
多
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
嶺
岡
畜
産
会
社
で
は
二
一
〜
三
五
％
を
超
え
る
純
益
金
を
捻

出
し
、
二
六
年
度
に
は
五
％
、
二
七
年
度
は
八
％
、
二
八
年
度
八
％
、
三
二
年
度

一
〇
％
、
三
九
年
度
は
一
五
％
、
四
〇
年
度
は
一
六
％
と
、
他
に
特
別
配
当
金
を

出
し
て
い
る
。
二
八
年
度
の
純
益
金
の
内
訳
を
み
る
と
、
土
手
垣
手
当
金
六
六
円

四
二
銭
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の
「
嶺
岡
畜
産
会
社
定
款
改
正
案
」

に
よ
る
純
益
金
の
分
配
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

明
治
三
三
年
か
ら
三
八
年
の
動
向
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
三
九
年
四

月
に
は
、
柱
木
牧
の
内
、
溜
池
新
設
用
地
五
町
歩
を
関
係
部
落
へ
売
却
す
る
こ
と
、

全
牧
の
地
先
境
界
測
量
の
た
め
技
師
を
雇
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
嶺
岡
畜
産
会
社

の
解
散
の
方
針
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
三
九
年
度
の
事
業
景
況
（
61
）
に
よ
れ
ば
、

経
営
は
「
不
可
」
で
は
な
か
っ
た
が
、「
土
地
財
産
」
に
対
し
、「
利
益
割
合
低
度
」

で
あ
り
、「
営
利
ノ
目
的
ニ
副
ハ
」
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
全
牧

の
立
木
を
点
検
・
評
価
し
、
台
帳
を
改
め
、「
牧
場
ハ
各
区
地
先
ノ
境
界
ヲ
劃
シ
テ
、

測
量
製
図
」
し
、「
将
来
処
分
ノ
地
歩
ヲ
定
メ
」
た
。
一
方
で
、入
会
地
利
用
を
行
っ

て
い
る
村
に
対
し
て
「
解
決
ヲ
交
渉
」
し
、「
平
和
ノ
間
ニ
協
調
解
決
」
を
得
た
。

四
〇
年
七
月
一
六
日
に
は
、
社
長
ら
の
農
商
務
省
及
び
県
庁
へ
の
陳
情
が
報
告
さ

れ
て
い
る
（
62
）。
四
〇
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
、
牧
は
地
先
村
々
に
売
却
さ
れ
、

立
木
処
分
、
牛
馬
売
却
が
進
め
ら
れ
た
。
四
四
年
、
残
っ
た
三
〇
町
歩
を
千
葉
県

に
寄
付
し
、
同
年
八
月
、
千
葉
県
は
寄
付
の
ほ
か
に
民
有
地
と
種
牛
を
買
上
げ
、

千
葉
県
種
畜
場
嶺
岡
分
場
を
設
立
し
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
千
葉
県
嶺
岡
牧
の
畜
産
業
と
入
会
慣
行
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
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表4　嶺岡畜産会社収支（明治23年～明治43年）
単位：円

明治23年4月～
　　24年3月 ％ 明治28年4月～

　　29年3月 ％ 明治39年4月～
　　40年3月 ％ 明治43年4月～

　　44年3月 ％

収入 3,835.95 100.0 5,114.969 100.0 14,796.641 100.0 21,392.133 100.0 
牛馬売却代 2,485.55 64.8 4,371.56 85.5 9,986.63 67.5 17,874.58 83.6 
交尾料 60.00 1.6 253.50 5.0 597.00 4.0 1,195.60 5.6 
立木枯木払代 264.24 6.9 25.96 0.5 1,559.47 10.5 1,303.67 6.1 
石塊雑産物払代 0.50 0.0 14.51 0.3 63.10 0.4 ― ―
萱払代 4.50 0.1 6.50 0.1 ― ― ― ―
預金利子 66.23 1.7 336.61 6.6 2,088.55 14.1 770.05 3.6 
牛乳代 183.52 4.8 7.97 0.2 209.93 1.4 136.20 0.6 
斃牛馬皮払代 27.45 0.7 16.13 0.3 ― ― ― ―
貸地料 ― ― 10.56 0.2 28.00 ― ―
厩肥払代 2.52 0.1 ― ― ― ― ― ―
払馬・烙印手数料 2.00 0.1 2.38 0.0 ― ― ― ―
株券書換手数料 27.00 0.7 6.70 0.1 25.80 0.2 32.20 0.2 
種牡牛貸与料 ― ― ― ― 96.20 0.7 21,312.29 99.6 
捕馬中出店掃除料 5.50 0.1 7.50 0.1 ― ― ― ―
その他 706.94 18.4 55.09 1.1 141.966 1.0 79.84 0.4 

支出 2,438.08 100.0 1,723.28 100.0 6,420.66 100.0 7,429.60 100.0 
畜養費 593.57 24.3 293.17 17.0 1,688.28 26.3 2,934.78 39.5 
飼料品代 548.01 22.5 225.95 13.1 1,197.11 18.6 2,121.25 28.6 
秣草費 ― ― ― ― 224.58 3.5 337.44 4.5 
運搬費 ― ― ― ― 138.56 2.2 51.99 0.7 
病牛馬治療及薬品代 34.11 1.4 12.37 0.7 82.51 1.3 86.90 1.2 
雇人料 ― ― 33.73 2.0 45.52 0.7 337.21 4.5 
備付品代 11.45 0.5 21.12 1.2 ― ― ― ―

給与 943.62 38.7 491.19 28.5 1,105.90 17.2 832.00 11.2 
雑給 ― ― ― ― 313.93 4.9 503.51 6.8 
事務所費 86.99 3.6 76.23 4.4 225.71 3.5 254.84 3.4 
捕牛馬費 167.48 6.9 121.48 7.0 341.29 5.3 ― ―
旅費 72.97 3.0 62.65 3.6 ― ― ― ―
賞与 45.50 1.9 16.00 0.9 84.36 1.3 63.00 0.8 
接待費 5.37 0.2 4.33 0.3 145.18 2.3 128.26 1.7 
運送費 6.87 0.3 ― ― ― ― ― ―
牛馬買入代 ― ― 373.16 21.7 ― ― ― ―
諸税 ― ― 74.22 4.3 411.79 6.4 97.89 1.3 
営繕費 89.43 3.7 18.33 1.1 62.76 1.0 75.72 1.0 
牧場改良費 ― ― ― ― 52.23 0.8 ― ―
預牛馬歩合 137.147 5.6 ― ― 875.06 13.6 1,340.05 18.0 
立木払下諸費・登記料 250.74 10.3 ― ― ― ― ― ―
博覧会出品費 31.13 1.3 84.18 4.9 ― ― ― ―
牧地整理費 ― ― ― ― ― ― 139.18 1.9 
造林費 ― ― ― ― ― ― 558.05 7.5 
牛疫予防費 ― ― 6.25 0.4 ― ― ― ―
松杉苗15,900本代 ― ― 59.73 3.5 ― ― ― ―
実地調査費 ― ― ― ― 970.03 15.1 ― ―
立木地先歩合 ― ― ― ― 106.46 1.7 ― ―
その他 7.30 0.3 42.369 2.5 37.69 0.6 502.33 6.8 

前期繰越金 ― ― 46.06 ― 249.51 ― ― ―
純益金 ― ― 1,489.20 100.0 3,264.49 100.0 ― ―
積立金 ― ― 75.00 5.0 193.19 5.9 ― ―
総株主分配金 ― ― 1,000.00 67.2 1,875.00 57.4 ― ―
役員賞与金 ― ― 265.68 17.8 528.50 16.2 ― ―
土手垣手当金 ― ― 66.42 4.5 430.70 13.2 ― ―
後期繰越金 ― ― 82.10 5.5 237.10 7.3 2,235.86 ―

出典：「嶺岡畜産会社考課状」第2・7・18・22回。
注：  明治28年度、39年度、43年度は、支出費目でないものを除き、修正した。純益金は、金額が異なるが史料の

ままとした。
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明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

わ
れ
る
。
馬
数
は
県
の
方
針
ほ
ど
は
減
少
し
な
か
っ
た
。
肉
力
牛
は
目
標
の
八
〇

〇
頭
に
は
至
ら
ず
、
乳
牛
（
洋
種
）
に
つ
い
て
も
、
二
二
年
の
六
六
頭
を
ピ
ー
ク

に
、
三
二
年
に
は
一
二
頭
ま
で
減
少
し
、
目
標
の
二
〇
〇
頭
に
は
到
達
し
な
か
っ

た
。表

3
か
ら
、
牛
馬
と
も
「
斃
死
」
が
多
く
、
牛
は
明
治
二
五
年
に
は
四
二
頭
、

三
二
年
に
は
三
九
頭
、
馬
は
二
五
年
に
は
五
五
頭
、
三
二
年
に
は
三
八
頭
が
「
斃

死
」
し
て
い
る
。
二
四
年
度
は
旱
魃
の
年
で
あ
っ
た
た
め
、
二
五
年
度
も
「
牧
草

ノ
繁
茂
充
分
」
に
な
ら
ず
「
飼
料
ニ
欠
乏
」
し
、
牧
草
の
量
が
左
右
さ
れ
「
春
季

四
五
月
ノ
候
ニ
ハ
、
斃
死
牛
馬
」（
51
）
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
嶺
岡
牧
は
嶮
し

い
地
形
で
放
牧
し
て
い
る
た
め
、
牧
草
が
充
分
な
季
節
に
は
牛
馬
は
崖
に
近
づ
か

な
い
が
、「
冬
季
枯
草
」
の
季
節
に
な
る
と
「
吾
身
ノ
危
キ
ヲ
顧
ミ
ス
、
且
ツ
、

蕀
ニ
目
ヲ
掩
ハ
レ
…
識
ラ
ズ
知
ラ
ズ
険
阻
ノ
場
所
ニ
至
リ
」（
52
）
墜
落
す
る
牛
馬

が
い
た
。
二
六
年
に
、
嶺
岡
畜
産
会
社
で
は
「
荊
蕀
ヲ
苅
」
り
、
牛
馬
に
険
阻
の

場
所
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
牛
馬
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
た
。

表
4
は
、
明
治
二
三
年
度
か
ら
四
三
年
度
ま
で
の
「
考
課
表
」
か
ら
作
成
し
た

収
支
状
況
で
あ
る
。
収
入
は
、
明
治
三
九
年
度
ま
で
の
収
入
の
内
、
牛
馬
の
売
却

が
六
五
％
〜
八
五
％
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
、「
立
木
・
下
枝
代
」「
石
塊
払
代
」

「
萱
払
代
」
が
四
〜
一
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
牛
乳
代
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

収
入
総
額
に
占
め
る
比
率
は
低
下
し
て
い
る
。

明
治
二
七
年
度
は
牛
価
格
が
高
騰
し
た
年
だ
っ
た
。
嶺
岡
畜
産
会
社
で
は
、「
好

機
ヲ
覗
ヒ
…
競
売
ヲ
三
回
ニ
執
行
シ
」（
53
）、
よ
り
高
値
で
売
る
こ
と
を
図
っ
た
。

ま
た
、
嶺
岡
牧
の
牛
は
放
牧
で
あ
る
た
め
、
性
格
が
「
勇
猛
」（
54
）
で
人
に
馴
れ

な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
農
耕
用
に
売
却
し
て
も
「
需
要
者
其

ノ
性
ヲ
忌
ミ
」、
牛
は
「
十
中
八
九
ハ
肉
用
ニ
販
売
」
さ
れ
、
南
部
牛
と
比
べ
「
価

格
低
廉
」
で
あ
っ
た
。
嶺
岡
畜
産
会
社
で
は
、「
力
量
」
は
南
部
牛
に
劣
っ
て
い

な
い
と
、
牛
を
捕
獲
後
、
各
地
を
牽
廻
し
、
二
週
間
で
人
に
馴
ら
し
、
農
耕
牛
と

表3　牛・洋牛・馬数（明治22年～明治43年）
単位：頭

牛数 洋牛 馬数
現在数 生産 斃死 売却 買入 現在数 生産 斃死 売却 買入 現在数 生産 斃死 売却 買入

明治22年5月4日～
　　23年3月31日 515 55 10 120 ― 66 6 5 15 ― 337 29 28 39 2

明治23年4月1日～
　　24年3月31日 440 126 18 90 25 52 6 2 8 4 301 65 28 33 ―

明治24年4月1日～
　　25年3月31日 483 140 38 62 ― 52 5 10 6 2 ― ― ― ― ―

明治25年4月1日～
　　26年3月31日 523 112 42 32 ― 43 5 10 6 0 326 53 55 41 1

明治26年4月1日～
　　27年3月31日 561 91 28 66 ― 32 3 3 5 0 281 63 31 13 2

明治27年4月1日～
　　28年3月31日 558 105 26 64 ― 27 3 1 6 0 302 64 26 20 ―

明治28年4月1日～
　　29年3月31日 573 99 37 53 ― 23 6 1 10 4 320 79 36 33 1

明治32年4月1日～
　　33年3月31日 583 120 39 38 ― 12 2 1 3 0 362 97 38 43 ―

明治39年4月1日～
　　40年3月31日 230 84 16 93 ― 21 6 2 4 0 332 72 32 94 ―

明治40年4月1日～
　　41年3月31日 205 82 3 113 ― 21 7 2 4 ― 274 38 15 137 ―

明治41年4月1日～
　　42年3月31日 179 103 5 102 ― 13 4 5 1 ― ― ― ― ― ―

明治43年4月1日～
　　44年3月31日 159 59 4 211 ― 24 6 0 23 ― ― ― ― ― ―

出典：「嶺岡畜産会社考課状」第1回～第7回、第11回、第18回～第20回、第22回。
注1：  現在数は、4月1日現在。明治22年の牛現在数は、5月4日千葉県より受取改数。明治22年の洋牛は輸入数。
注2：牛の現在数は、牝、牡、剦牛の合計。洋牛・馬の現在数は牝、牡牛の合計。
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シ
及
損
埋
」
し
た
時
も
浚
渫
・
修
繕
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
た
（
第
六
條
）。
土
手
垣
・

木
戸
・
道
路
の
修
繕
、
呑
井
浚
い
と
い
う
牧
の
管
理
は
、
牧
の
地
先
村
々
が
「
従

前
ノ
通
リ
」、「
受
持
場
所
」
に
つ
い
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

牧
付
村
が
土
手
垣
修
繕
を
行
う
こ
と
は
、
先
の
嶺
岡
牧
社
と
変
わ
ら
な
い
が
、

嶺
岡
畜
産
会
社
で
は
、
株
式
は
、
土
手
垣
の
長
さ
と
戸
数
が
加
味
さ
れ
て
三
〇
か

村
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、嶺
岡
畜
産
会
社
か
ら
利
益
が
出
れ
ば
、

配
当
金
は
土
手
垣
修
繕
の
負
担
に
応
じ
て
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

明
治
二
六
年
の
「
嶺
岡
畜
産
会
社
定
款
改
正
案
」（
47
）
で
は
、純
益
金
が
出
た
場
合
、

五
％
を
本
社
準
備
金
と
し
て
控
除
し
、
そ
の
後
の
残
額
が
「
総
金
」
に
対
し
「
年

六
朱
以
上
」
の
場
合
は
、
そ
の
一
〇
％
を
「
土
手
垣
手
当
金
」
へ
と
し
た
。

牧
付
村
の
目
的
の
一
つ
は
、
秣
・
薪
・
下
草
の
刈
取
、
土
石
・
藷
薯
掘
り
に
あ
っ

た
。「
規
則
」
に
は
、こ
れ
ら
入
会
地
の
利
用
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
だ
が
、「
牧
場
内
野
火
入
」
に
つ
い
て
「
其
村
地
先
限
リ
、
必
ス
消
防
」
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、「
但
、
牧
業
上
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
、
焼
払
ヲ
要
ス
ル
ト

キ
ハ
、本
社
ヨ
リ
該
地
先
村
ヘ
通
知
ス
ベ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
第

七
條
）、
野
火
入
は
通
常
は
村
が
主
体
で
行
っ
て
お
り
、
野
火
入
れ
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
し
い
草
の
発
生
を
促
し
、
下
草
採
取
を
行
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ

る
。「

規
則
」
の
特
徴
の
第
三
は
、
慣
行
の
継
続
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
八
條
〜
第
一
一
條
は
立
木
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。牧
付
村
が
牧
へ
立
入
り「
山

業
」
を
行
う
こ
と
は
「
官
ノ
御
指
揮
モ
有
之
ト
雖
モ
、
当
社
拝
借
中
ハ
、
従
前
慣

行
之
通
リ
存
続
致
ス
」
こ
と
と
さ
れ
た
（
第
八
條
）。
千
葉
県
庁
は
、
嶺
岡
畜
産

会
社
開
業
の
際
「
県
庁
ノ
方
針
」
と
し
て
、
牧
の
「
立
木
繁
茂
ニ
過
ク
ル
箇
所
ハ

之
ヲ
伐
採
売
却
」
し
、「
牛
馬
ノ
忌
嫌
ス
ル
荊
蕀
」
が
繁
茂
し
、「
固
有
ノ
良
艸
」

を
粗
悪
に
し
「
生
殖
ニ
碍
害
」
と
な
っ
て
い
る
場
所
約
五
百
町
歩
の
内
、
四
百
町

歩
を
毎
年
八
〇
町
歩
宛
、
五
年
間
で
除
去
し
、「
軟
漱
ノ
牧
艸
ヲ
播
殖
」
さ
せ
る

こ
と
。「
荊
蕀
繁
茂
」
す
る
約
一
〇
〇
町
歩
を
除
去
し
な
い
の
は
「
野
火
ノ
延
蔓

ヲ
防
禦
セ
ン
カ
為
メ
、
防
火
線
路
」
と
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
。「
樹
木
ヲ
伐
採
」

し
、「
牧
草
ノ
生
長
ヲ
計
リ
」「
蚋
蛭
ノ
発
生
ヲ
防
過
」
し
、「
害
虫
ヲ
駆
除
シ
、

牧
草
ノ
繁
殖
ヲ
謀
ル
」（
48
）
こ
と
、
と
い
う
牧
の
改
良
方
法
を
示
し
た
。
こ
の
「
県

庁
ノ
方
針
」
に
よ
る
、
立
木
の
一
斉
伐
採
と
売
却
は
、
村
民
に
と
っ
て
は
下
木
な

ど
の
共
同
体
的
処
分
方
法
に
変
化
を
き
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
第
八
條
は
、
千
葉

県
の
指
導
に
よ
る
牧
の
改
良
よ
り
も
、
共
同
体
に
よ
る
慣
行
の
継
続
を
重
視
し
た

も
の
と
い
え
る
。「
牧
場
内
払
松
杉
檜
等
ノ
義
ハ
、
実
生
鎌
刈
リ
ニ
至
ル
迄
、
切

取
ル
コ
ト
ヲ
禁
ス
ル
ハ
勿
論
、
該
樹
木
生
存
方
一
層
注
意
致
シ
、
地
先
限
リ
保
護

可
致
事
」（
第
九
條
）
と
松
や
杉
の
勝
手
な
伐
採
を
禁
じ
た
。
一
方
で
、
牧
の
改

良
と
し
て
、
牛
馬
が
立
ち
入
る
場
所
は
「
牧
場
内
ト
雖
モ
…
其
地
先
村
ト
、
当
社

ノ
協
議
ノ
上
」（
49
）
植
樹
と
伐
採
に
よ
る
牧
草
の
繁
殖
方
法
を
決
め
る
こ
と
も
規

定
し
て
い
た
（
第
一
一
條
）。

嶺
岡
畜
産
会
社
の
第
一
の
目
的
は
、
牛
馬
改
良
・
繁
殖
・
売
買
で
あ
っ
た
。
千

葉
県
庁
は
畜
産
業
の
方
針
と
し
て
「
牧
馬
ヲ
漸
次
ニ
減
少
シ
、
牧
牛
ノ
繁
殖
改
良

ヲ
謀
」
り
、「
肉
力
牛
」
八
〇
〇
頭
、「
乳
牛
及
種
牛
」
二
〇
〇
頭
、
馬
二
五
〇
頭

を
上
限
と
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
た
（
50
）。
嶺
岡
牧
の
馬
は
「
飛
ヒ
雀
」
と
呼

ば
れ
、
牧
が
峻
険
な
た
め
「
筋
骨
ヲ
強
壮
」
に
な
り
、「
使
用
ニ
堪
ル
」
と
房
総

地
方
に
お
い
て
「
賞
賛
」
さ
れ
て
お
り
、
牛
が
食
べ
な
い
「
木
艸
ヲ
喰
フ
」
と
い

う
利
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
全
廃
は
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。
牛
に
つ
い
て

は「
肉
牛
」は
一
般
の
需
要
が
年
々
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら「
第

一
」
と
し
、「
力
牛
」
は
房
総
地
方
の
農
耕
用
と
さ
れ
る
だ
け
で
販
路
が
広
く
な

い
が
、
牛
耕
が
広
ま
る
に
従
い
、
需
要
が
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
「
第
二
」
と
す

る
方
針
を
示
し
て
い
た
。

表
3
は
、
明
治
二
二
年
度
か
ら
四
三
年
度
ま
で
の
牛
馬
数
で
あ
る
。
牛
現
在
数

は
馬
現
在
数
よ
り
も
ほ
ぼ
多
く
、
牛
の
畜
養
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
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明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

に
と
も
な
い
「
定
款
」
は
改
正
さ
れ
、
牧
付
村
と
牧
付
村
以
外
の
株
数
の
規
定
は

削
除
さ
れ
た
（
45
）。
し
か
し
、
表
2
か
ら
は
、
四
〇
年
度
ま
で
株
数
は
牧
付
村
か

牧
付
村
以
外
か
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
持
ち
株
数
の
配
分
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
嶺
岡
牧
社
の
解
散
理
由
が
、
士
族
層
の
加
入
に
よ
る
牧
の

管
理
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
に
あ
り
、嶺
岡
畜
産
会
社
の
設
立
理
由
の
一
つ
に
は
、

村
民
が
牧
の
払
下
げ
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
村
落
で
紛
争
が
起
き
る
こ
と

を
回
避
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
嶺
岡
畜
産
会
社
は
、
牧
付
村
以
外
の

人
々
の
株
式
所
有
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
牧
付
村
以
外
の
人
々
が
経
営
の

主
導
権
を
握
り
、
牧
の
入
会
地
利
用
を
左
右
す
る
こ
と
を
防
い
だ
と
い
え
る
。
二

二
年
度
の
株
式
配
当
は
、
牧
付
村
と
牧
付
村
外
の
配
当
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
二

三
年
度
以
降
は
配
当
は
同
率
に
な
っ
た
。

入
会
地
に
つ
い
て
は
、「
畜
産
会
社
申
合
規
則
（
以
下
、
規
則
）」（
46
）
が
作
成

さ
れ
、「
関
係
村
々
ノ
連
署
ヲ
要
シ
将
来
ノ
証
書
ニ
供
セ
ン
ト
」
し
た
。
後
の
「
考

課
表
」
に
お
い
て
「
規
則
」
の
通
り
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
規
則
」
は

関
係
村
々
の
合
意
を
得
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。「
規
則
」
は
、
一
一
條
か

ら
な
る
嶺
岡
牧
の
管
理
と
利
用
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。「
規
則
」
の
特
徴
と
し

て
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
株
式
売
買
の
管
理
で
あ
る
。
株
券
を
売
買
す
る

場
合
は
「
事
務
所
ニ
申
出
テ
、
協
議
ノ
上
」
な
る
べ
く
「
安
房
国
内
畜
産
有
志
者

ヘ
売
買
ス
ル
」
よ
う
に
さ
れ
た
（
第
二
條
）。
株
式
は
所
有
者
を
限
定
す
る
た
め
、

売
買
時
の
会
社
へ
の
申
出
と
千
葉
県
内
の
畜
産
有
志
者
へ
の
売
却
が
推
奨
さ
れ

た
。第

二
は
、
土
手
垣
等
の
修
繕
に
つ
い
て
で
あ
る
。
土
手
垣
・
木
戸
等
の
修
繕
は
、

「
其
村
持
地
先
ハ
従
前
ノ
通
リ
」
心
得
る
よ
う
規
定
さ
れ
た
（
第
四
條
）。
道
路
修

繕
も
「
其
村
地
先
受
持
場
所
ハ
従
前
ノ
通
リ
相
心
得
、
毎
年
春
秋
両
度
、
本
支
共

修
繕
致
ス
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
リ
」（
第
五
條
）
と
さ
れ
、「
牛
馬
呑
井
（
ア
ビ
ヰ
）」

も
「
其
村
地
先
従
前
ノ
通
リ
、
毎
年
春
秋
両
度
必
ス
相
浚
」
い
、
天
災
で
「
欠
崩

表2　嶺岡畜産会社株式（明治22年度～明治43年度）
牧付 牧外 合計

株数 ％ 人数 ％ 株数 ％ 人数 ％ 株数 人数
明治23年3月31日 1,704 68.2 ― ― 796 31.8 ― ― 2,500 ―
明治24年3月31日 1,745 69.8 357 74.2 755 30.2 124 25.8 2,500 481
明治25年3月31日 1,861 74.4 358 74.9 639 25.6 120 25.1 2,500 478
明治26年3月31日 1,858 74.3 355 75.7 642 25.7 114 24.3 2,500 469
明治27年3月31日 1,859 74.4 358 75.8 641 25.6 114 24.2 2,500 472
明治28年3月31日 1,859 74.4 353 75.9 641 25.6 112 24.1 2,500 465
明治29年3月31日 1,885 75.4 357 77.4 615 24.6 104 22.6 2,500 461
明治33年3月31日 1,881 75.2 360 78.3 619 24.8 100 21.7 2,500 460
明治40年3月31日 1,774 71.0 ― ― 726 29.0 ― ― 2,500 409
明治41年3月31日 1,616 64.6 ― ― 884 35.4 ― ― 2,500 494
明治42年3月31日 ― ― ― ― ― ― ― ― 2,500 475
明治44年3月31日 ― ― ― ― ― ― ― ― 2,500 454
出典：「嶺岡畜産会社考課状」第1回～第7回、第11回、第18回～第20回、第22回。
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紀
要
　
第
十
七
号

と
、
太
尾
村
他
六
か
村
は
「
土
手
垣
大
修
繕
ノ
際
ハ
用
材
伐
採
」
を
申
出
て
い
る

こ
と
を
伝
え
た
。
一
九
年
一
月
、
農
商
務
省
で
は
千
葉
県
へ
宛
て
「
秣
下
草
刈
取

薯
蕷
堀
取
リ
及
各
村
地
先
入
会
方
等
、
総
テ
従
前
慣
行
通
リ
許
可
」
す
る
旨
の
回

答
案
を
作
成
し
た
。

こ
の
回
答
に
か
か
わ
る
調
査
の
過
程
で
、
農
商
務
省
の
山
口
辰
次
郎
は
、
東
下

牧
地
先
の
長
狭
郡
太
尾
村
居
住
鈴
木
某
が
「
開
墾
ノ
為
メ
」
嶺
岡
牧
の
払
下
を
出

願
す
る
見
込
で
「
牧
付
村
民
ヲ
…
勧
誘
」
し
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
た
。
未
だ
人

心
が
定
ま
っ
て
い
な
い
時
期
に
出
願
さ
れ
て
は
「
土
手
垣
ノ
修
繕
ヲ
怠
」
る
な
ど

不
都
合
が
生
じ
る
と
、
山
口
は
農
商
務
省
へ
知
ら
せ
、
事
前
に
千
葉
県
令
か
ら
牧

付
村
へ
、
払
下
出
願
は
詮
議
を
し
な
い
旨
を
諭
達
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

明
治
一
九
年
一
二
月
一
一
日
、
千
葉
県
知
事
は
農
商
務
大
臣
に
宛
て
、「
牧
場

ヲ
設
ケ
、
管
内
有
志
者
ヨ
リ
資
本
金
ヲ
醵
集
シ
」
千
葉
県
が
す
べ
て
管
理
す
れ
ば

「
事
業
上
不
取
締
ノ
義
ハ
無
之
、
一
般
牧
畜
ノ
模
範
」
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
と
、

嶺
岡
牧
を
千
葉
県
へ
「
無
料
」
で
「
御
貸
渡
」
し
て
欲
し
い
と
上
申
し
た
（
36
）。

こ
の
上
申
は
許
可
さ
れ
、
牧
地
と
立
木
は
「
拝
借
」、
建
物
什
器
動
物
は
「
払
下
」

と
な
り
、
二
〇
年
七
月
三
一
日
、
嶺
岡
牧
は
千
葉
県
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。
二
一
年

七
月
、
千
葉
県
は
書
記
官
を
嶺
岡
に
派
遣
し
「
村
々
総
代
ヲ
招
集
シ
、
共
同
組
織

ノ
有
益
ナ
ル
ヲ
懇
篤
説
示
」（
37
）
し
た
。
千
葉
県
の
有
志
は
嶺
岡
畜
産
会
社
の
計

画
を
立
て
、
技
師
の
派
遣
を
千
葉
県
に
要
請
し
、
下
総
種
畜
場
嶺
岡
分
牧
長
を
務

め
た
山
口
辰
次
郎
が
派
遣
さ
れ
、
社
長
と
な
っ
た
。
牧
付
村
と
牧
付
村
以
外
六
か

村
の
有
志
は
牧
地
拝
借
と
建
物
牛
馬
の
払
下
げ
を
請
願
し
（
38
）、
二
二
年
四
月
許

可
さ
れ
た
。
牛
馬
代
金
は
下
付
さ
れ
、
四
月
二
四
日
事
務
所
を
開
設
し
、
五
月
四

日
牧
場
・
建
物
牛
馬
器
具
等
の
引
渡
が
行
わ
れ
、
一
〇
月
九
日
開
業
式
が
行
わ
れ

た
。
二
三
年
三
月
に
は
牧
の
払
下
を
出
願
し
、
三
月
二
八
日
代
金
一
七
六
二
円
一

厘
が
上
納
さ
れ
た
。
嶺
岡
畜
産
会
社
設
立
の
背
景
に
は
、
村
民
が
独
自
に
牧
の
払

下
げ
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
牧
が
民
有
地
へ
編
入
さ
れ
、
嶺
岡
牧
の
利
用
・
管

理
・
維
持
方
法
に
変
化
が
生
じ
、
紛
争
が
起
き
る
こ
と
を
農
商
務
省
が
阻
止
し
、

そ
の
後
、
千
葉
県
が
農
商
務
省
か
ら
牧
を
借
り
、
農
民
へ
畜
産
業
を
勧
め
、
紛
争

を
回
避
す
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
創
立
委
員
は
、
縣
房
儀
、
飯
塚
耕
太
、
永

井
重
右
衛
門
、
鈴
木
嘉
門
、
坂
田
治
郎
左
衛
門
、
嶋
田
知
次
郎
、
吉
田
郡
治
、
渡

邊
範
二
、山
野
井
與
三
右
衛
門
、石
堂
麟
司
、吉
田
松
太
郎
の
一
一
名
（
39
）
で
あ
っ

た
。嶺

岡
畜
産
会
社
の
目
的
は
、
①
牧
牛
馬
の
改
良
繁
殖
売
買
、
②
牧
場
改
良
、
③

本
社
出
張
所
・
肥
盈
場
・
牛
馬
市
場
・
牛
乳
販
売
所
等
の
設
置
、
④
牧
牛
の
貸
与
・

繁
殖
、
⑤
種
牡
牛
の
設
備
と
交
尾
料
収
納
、
⑥
各
地
営
業
者
と
の
情
報
交
換
に
あ

り
（
40
）、「
管
庁
ノ
監
督
保
護
ヲ
請
」
け
、
命
令
は
「
勿
論
」、
指
示
さ
れ
る
条
項

は
「
遵
守
」
し
、業
務
計
画
上
主
な
事
項
は
「
認
可
ヲ
経
テ
施
行
」（
第
四
款
）
し
、

千
葉
県
庁
の
監
督
の
下
で
経
営
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

嶺
岡
畜
産
会
社
は
、
資
本
金
一
〇
万
円
、
二
五
〇
〇
株
（
一
株
四
〇
円
）
で
創

業
し
た
（
41
）。
株
の
内
訳
は
、
二
〇
〇
株
が
発
起
人
（
一
二
〇
株
牧
付
発
起
人
、

八
〇
株
牧
付
外
発
起
人
）、
一
三
八
〇
株
が
牧
付
村
々
配
当
分
、
九
二
〇
株
が
牧

付
外
有
志
者
分
と
さ
れ
た（
42
）。牧
付
三
〇
か
村（
牧
付
三
六
か
村
の
う
ち
代
野
村
・

西
山
村
・
星
ケ
畑
村
・
西
小
戸
村
・
宮
下
村
・
御
子
神
村
以
外
）
一
三
八
〇
株
は
、

二
四
株
が
発
起
人
持
ち
、
三
九
〇
株
は
「
村
平
均
割
」
と
し
て
三
〇
か
村
が
一
村

一
三
株
宛
持
ち
、
六
九
〇
株
は
「
土
手
垣
割
」
と
し
て
各
村
に
面
し
て
い
る
土
手

垣
間
数
「
一
〇
間
ニ
付
一
八
四
八
一
掛
」
に
応
じ
て
分
け
ら
れ
、二
七
六
株
は
「
戸

別
」
と
し
て
戸
数
「
一
〇
戸
ニ
付
九
一
掛
」
に
応
じ
て
各
村
に
分
け
ら
れ
た
（
43
）。

表
2
は
、
各
年
度
考
課
表
か
ら
作
成
し
た
明
治
二
三
年
度
か
ら
四
三
年
度
ま
で

の
株
主
の
構
成
で
あ
る
。
創
業
時
の
「
嶺
岡
畜
産
会
社
定
款
」（
44
）
で
は
、「
総
額

十
分
ノ
六
牧
付
三
十
ケ
村
、
十
分
ノ
四
安
房
国
〔
牧
付
三
十
ケ
村
ヲ
除
ク
〕
内
」

と
株
式
の
六
〇
％
を
牧
付
村
民
が
持
つ
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、実
際
に
は
、

そ
れ
以
上
の
株
式
が
牧
付
村
民
に
よ
っ
て
持
た
れ
て
い
た
。
二
六
年
の
商
法
施
行
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明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

身
の
社
長
と
士
族
層
は
、
下
草
刈
取
と
し
て
利
用
す
る
牧
付
村
が
そ
の
代
価
と
し

て
土
手
垣
修
繕
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
牧
付
村
民
は
、
土
手
垣
修

繕
は
幕
府
直
轄
下
の
「
情
勢
如
何
ト
モ
為
シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
」（
27
）
状
況
下
で
行
っ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
下
草
刈
取
り
と
は
無
関
係
の
も
の
と
考
え
た
。
嶺
岡
牧
社

と
牧
付
村
の
意
見
の
違
い
は
、
近
世
期
の
「
嶺
岡
御
用
」
と
い
う
役
負
担
が
崩
壊

し
た
時
、
夫
役
で
補
わ
れ
て
い
た
任
務
は
誰
が
行
う
の
か
と
い
う
、
嶺
岡
牧
の
畜

産
業
と
入
会
地
利
用
か
ら
生
じ
た
問
題
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
牧
付
村
が
畜
産
業

を
良
し
と
し
て
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

で
は
、
同
じ
嶺
岡
御
用
で
あ
る
捕
牛
馬
は
な
ぜ
問
題
に
な
ら
な
い
の
か
。
理
由

の
一
つ
は
、
近
世
期
に
は
捕
牛
馬
人
夫
で
あ
る
勢
子
は
無
報
酬
で
あ
っ
た
が
、
表

1
に
捕
牛
馬
費
や
臨
時
捕
牛
馬
の
雇
夫
賃
が
計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
嶺
岡
牧

社
が
運
営
す
る
頃
か
ら
「
少
額
の
タ
バ
コ
銭
位
」（
28
）
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
捕
牛
馬
が
嶺
岡
地
方
の
祝
祭
的
要
素
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
捕
牛
馬
時
の
「
馬
群
の
一
団
が
捕
り
場
の
方
へ
と
疾

駆
す
る
様
は
実
に
勇
壮
で
あ
」（
29
）
り
、
若
者
た
ち
は
無
報
酬
で
あ
っ
て
も
「
よ

ろ
こ
ん
で
こ
れ
に
応
じ
」
む
し
ろ
「
自
ら
進
ん
で
勢
子
の
役
を
つ
と
め
た
」
と
い

わ
れ
て
い
る
。
嶺
岡
地
域
の
丸
村
大
井
で
は
、捕
牛
馬
を
ま
ね
た
子
ど
も
達
の「
馬

捕
遊
び
」
が
大
正
の
初
め
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。
捕
牛
馬
の
祝
祭
的
要
素
が
、

牧
付
村
が
そ
の
負
担
を
問
題
と
し
な
か
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

畜
産
業
を
重
視
し
、
従
来
の
入
会
慣
行
と
は
無
関
係
な
士
族
層
と
、
嶺
岡
牧
社

に
参
加
し
な
が
ら
入
会
慣
行
を
重
視
し
、
牧
の
修
繕
は
嶺
岡
牧
社
が
負
担
す
べ
き

と
考
え
る
牧
付
村
民
を
含
む
嶺
岡
牧
社
内
部
の
複
層
的
構
造
は
、
結
果
と
し
て
、

嶺
岡
牧
社
の
早
い
解
散
を
ま
ね
い
た
。明
治
一
四
年
の
牛
馬
里
出
の
苦
情
の
他
に
、

一
五
年
に
は
荒
川
村
・
山
田
村
・
大
井
村
が
「
社
則
申
合
」
を
不
服
と
し
調
印
を

し
な
い
事
態
が
起
き
て
い
た
（
30
）。
内
部
対
立
を
き
っ
か
け
に
、嶺
岡
牧
社
は
「
還

牧
」
を
千
葉
県
へ
申
し
出
た
。
貸
与
期
間
中
で
は
あ
っ
た
が
、
一
六
年
一
二
月
一

三
日
千
葉
県
か
ら
農
商
務
卿
へ
「
嶺
岡
牧
場
返
還
」
の
上
申
が
提
出
さ
れ
た
（
31
）。

一
七
年
七
月
「
放
牛
馬
里
出
」
を
理
由
に
、
嶺
岡
牧
は
農
商
務
省
へ
還
納
さ
れ
、

最
終
的
に
株
主
は
、
資
本
金
に
対
し
「
七
分
六
厘
ノ
利
益
」（
32
）
を
得
て
、
嶺
岡

牧
社
は
解
散
し
た
。

三　

嶺
岡
畜
産
会
社
の
設
立
と
経
営

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
、
嶺
岡
牧
は
農
商
務
省
の
管
轄
と
な
る
。
農

商
務
省
で
は
、
嶺
岡
牧
の
牛
馬
に
つ
い
て
、
馬
は
骨
格
が
矮
少
で
は
あ
る
が
「
蹄

堅
牢
ニ
シ
テ
、
力
役
ニ
堪
」（
33
）
え
、
安
房
・
上
総
地
方
で
は
賞
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
そ
れ
に
対
し
、
牛
は
「
骨
格
ノ
美
」
は
あ
る
が
、
馬
ほ
ど
の
「
名
声
」
は

得
て
お
ら
ず
、
主
に
「
屠
牛
」
と
し
て
「
横
浜
及
東
京
ニ
輸
出
」
さ
れ
て
い
る
と

報
告
し
て
い
る
。
放
牧
の
た
め
「
費
用
甚
タ
大
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
利
益
を
出

す
程
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
農
商
務
省
で
は
そ
の
理
由
を
、
牛
馬
が
「
種
類

賎
劣
」
の
た
め
、府
県
に
貸
与
す
る
種
畜
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、「
人
員
ヲ
減
ラ
シ
、

事
業
ト
ノ
権
衡
ヲ
得
」
れ
ば
収
支
が
あ
う
だ
ろ
う
と
見
込
ん
で
い
た
。
一
八
年
五

月
に
は
捕
獲
場
を
三
か
所
か
ら
一
〇
か
所
余
に
増
や
し
、
捕
獲
費
を
減
ら
し
た

（
34
）。
農
商
務
省
は
牧
の
方
針
と
し
て
「
牧
牛
ヲ
専
一
ト
シ
、
種
牛
ノ
種
畜
場
」

と
す
れ
ば
、
下
総
種
畜
場
で
畜
養
す
る
よ
り
も
「
大
ニ
費
用
ヲ
減
」
じ
、「
改
良

繁
殖
ノ
進
歩
」
に
も
よ
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

農
商
務
省
管
轄
下
の
、
明
治
一
八
年
二
月
七
日
、
千
葉
県
令
は
農
商
務
卿
へ
宛

て
、
牧
付
村
か
ら
出
願
さ
れ
て
い
る
秣
下
草
刈
取
・
薯
蕷
堀
取
の
願
い
を
上
申
し

（
35
）、
秣
下
草
は
農
家
肥
料
に
必
要
で
あ
り
、「
薯
蕷
堀
取
ハ
生
活
ノ
一
端
」
と
な

る
た
め
、
牧
の
「
土
手
垣
及
道
路
等
ノ
修
繕
ハ
地
先
村
々
ヘ
負
担
」
さ
せ
る
と
と

も
に
、
許
可
を
上
申
し
た
。
同
時
に
、
山
田
村
他
二
か
村
は
他
の
村
と
「
願
意
少

シ
ク
異
動
」
が
あ
る
こ
と
、
貝
渚
村
は
「
松
葉
拾
ヒ
取
リ
」
を
希
望
し
て
い
る
こ



─ 40 ─

学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
七
号

て
い
た
。
嶺
岡
牧
社
は
、
畜
産
業
を
行
う
会
社
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
手

垣
・
道
路
修
繕
、
荊
棘
刈
払
、
呑
井
の
浚
渫
と
い
う
牧
の
修
繕
・
維
持
を
、
会
社

と
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
牧
付
村
の
負
担
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

嶺
岡
牧
に
か
か
わ
る
社
会
集
団
と
、
近
世
期
の
「
嶺
岡
御
用
」
と
い
わ
れ
た
維

持
体
制
の
変
化
は
、
や
が
て
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
一
四
年

七
月
、
嶺
岡
牧
社
社
長
は
千
葉
県
へ
「
牧
場
木
戸
ヘ
掲
示
願
」
を
提
出
し
た
（
26
）。

出
願
内
容
は
、
牧
の
木
戸
二
八
か
所
を
村
民
や
旅
行
者
が
開
け
た
ま
ま
通
行
す
る

者
が
お
り
、「
牛
馬
里
出
多
ク
」「
放
火
之
為
メ
ニ
…
樹
木
ヲ
延
焼
シ
」「
猟
犬
ノ

為
メ
ニ
」
仔
馬
が
喰
殺
さ
れ
、
牧
畜
営
業
上
「
障
碍
」
が
あ
る
。
特
に
下
草
刈
や

薯
蕷
掘
な
ど
の
際
、
鑑
札
を
持
た
ず
に
立
入
る
者
が
お
り
不
都
合
で
あ
る
。「
牧

場
土
手
等
」
は
「
官
有
物
」
で
あ
り
「
動
物
等
ノ
義
モ
官
借
金
抵
当
物
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
牧
場
ノ
木
戸
ヲ
毀
チ
及
ヒ
開
キ
放
ス
事
、
牧
場
ヘ
火
ヲ
放
ツ
事
、
牧
場

ノ
畜
類
ヘ
障
碍
之
事
、
牧
場
ノ
木
石
ヲ
取
候
事
、
牧
場
附
村
民
ニ
テ
鑑
札
ヲ
帯
ビ

タ
ル
者
ノ
外
、
下
木
下
草
ヲ
刈
取
或
ハ
薯
蕷
ヲ
取
ル
事
、
牧
場
内
ニ
テ
獣
猟
ヲ
ス

ル
事
」
を
禁
じ
る
掲
示
を
出
す
こ
と
を
千
葉
県
に
依
頼
し
た
。
千
葉
県
は
農
商
務

省
へ
伺
い
を
提
出
し
た
。
農
商
務
省
で
は
千
葉
県
へ「
潅
木
下
草
木
石
薯
蕷
ノ
類
、

牧
場
接
続
ノ
村
民
ニ
於
テ
採
収
シ
、其
報
ト
シ
テ
周
囲
ノ
垣
籬
ヲ
修
築
」
す
る
「
慣

行
」
を
証
明
す
る
も
の
が
あ
る
か
、
嶺
岡
牧
社
へ
貸
与
す
る
際
の
採
取
物
刈
取
に

つ
い
て
の
手
続
き
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
嶺
岡
牧
社
の
「
適
宜
」
と
す
る
場

合
、
村
民
の
苦
情
が
無
い
か
、
嶺
岡
牧
社
の
申
立
は
あ
っ
た
か
、
調
べ
る
よ
う
通

達
し
た
。

こ
の
調
べ
に
対
し
て
、
朝
夷
郡
長
狭
郡
長
吉
田
謹
尓
は
、
潅
木
下
木
土
石
な
ど

の
牧
付
村
民
に
よ
る
採
取
は
、「
垣
籬
」
の
「
修
築
補
理
」
の
「
報
ト
シ
テ
」
で

は
な
い
と
述
べ
た
。
享
保
七
年
以
来
、
春
秋
の
捕
馬
人
夫
を
は
じ
め
と
し
て
、
嶺

岡
御
用
を
六
六
か
村
は
「
高
割
」
で
行
っ
て
き
た
。
土
手
垣
修
繕
、
呑
井
浚
、
道

路
修
繕
、
人
足
等
は
「
嶺
岡
御
用
部
分
」
と
し
て
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、「
下

草
及
土
石
類
ヲ
採
収
」
す
る
「
代
価
」
で
は
な
い
。
嶺
岡
牧
社
結
社
の
際
、
採
集

物
に
関
す
る
約
束
は
な
く
「
従
前
ノ
降
合
ニ
従
ヒ
村
民
自
由
」
に
刈
り
取
っ
て
い

る
、
と
回
答
し
た
。
郡
長
は
、
牛
馬
の
里
出
な
ど
が
牧
付
村
の
苦
情
を
起
こ
し
、

現
に
平
郡
荒
川
村
・
山
田
村
・
平
久
里
中
村
は
嶺
岡
牧
社
へ
「
頗
ル
異
議
ヲ
唱
ヘ
」

て
い
る
こ
と
、
下
草
土
石
類
も
嶺
岡
牧
社
に
「
専
任
ス
ル
」
こ
と
は
、
嶺
岡
牧
社

へ
「
偏
重
シ
」
て
お
り
、「
周
囲
村
民
ノ
塾
和
ヲ
妨
」
げ
る
こ
と
に
な
る
。「
下
草

採
取
」
は
「
従
前
慣
行
ニ
差
シ
置
キ
」、
土
手
垣
修
築
は
「
村
民
ニ
嘱
托
（
マ
マ
）シ
…
修

築
費
ノ
内
、
若
干
ヲ
牧
社
ヨ
リ
支
給
」
す
れ
ば
、
た
と
え
「
其
額
ハ
僅
少
ナ
ル
モ
、

大
ニ
民
心
ヲ
収
メ
」
る
だ
ろ
う
と
、
下
草
採
取
の
慣
行
を
認
め
、
土
手
垣
修
繕
は

村
民
に
任
せ
る
一
方
で
、嶺
岡
牧
社
も
些
少
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

一
方
、
嶺
岡
牧
社
は
下
草
に
つ
い
て
、
村
民
が
刈
取
る
こ
と
は
「
本
社
申
合
規

則
第
三
条
」
の
通
り
で
あ
る
が
、
下
草
刈
取
人
へ
渡
す
鑑
札
に
つ
い
て
は
「
未
協

議
」
で
あ
る
こ
と
。
薯
蕷
に
つ
い
て
は
、
掘
採
人
が
「
土
手
ヲ
堀
崩
シ
…
堀
跡
埋

戻
シ
不
注
意
等
ヨ
リ
…
牛
馬
境
外
ヘ
逸
走
シ
、
或
ハ
児
牛
馬
堀
穴
ヘ
落
込
怪
我
ニ

罹
リ
、
或
ハ
斃
牛
馬
等
、
営
業
ノ
障
碍
」
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
土
石
・
立
木

は
、「
借
地
中
ト
雖
モ
官
有
物
」
で
あ
り
、「
官
許
無
」
く
て
は
伐
木
採
石
は
で
き

な
い
と
心
得
て
い
る
。
土
手
垣
に
つ
い
て
は
「
牧
場
接
続
ノ
村
民
」
に
「
受
持
場
」

が
あ
り
修
繕
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
荒
川
村
・
中
村
・
山
田
村
の
三
か
村

は
土
手
垣
修
繕
に
つ
い
て
「
労
力
料
」
を
申
立
て
お
り
示
談
中
で
あ
る
。
嶺
岡
牧

社
は
、
貝
渚
村
を
除
く
牧
場
接
続
の
二
九
か
村
の
村
民
有
志
者
に
よ
っ
て
「
結
社

出
願
御
貸
与
」
さ
れ
て
お
り
、「
採
収
物
ハ
、従
前
之
通
周
囲
村
民
ニ
於
テ
苅
取
」
っ

て
い
る
と
い
っ
て
も
、
嶺
岡
牧
社
で
刈
取
っ
て
い
る
こ
と
と
「
同
理
」
で
あ
る
。

貝
渚
村
は
土
手
垣
修
繕
を
行
っ
て
い
る
の
で
「
採
収
物
モ
社
中
同
様
」
刈
取
っ
て

い
る
、
と
回
答
し
た
。
明
治
一
五
年
一
月
千
葉
県
は
農
務
局
長
へ
宛
て
、
掲
示
に

つ
い
て
「
至
急
御
指
令
」
を
上
申
し
た
。

近
世
期
の
「
嶺
岡
御
用
」
の
一
つ
で
あ
る
土
手
垣
修
繕
に
つ
い
て
、
内
務
省
出
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明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

表1　嶺岡牧社勘定（明治16年）
単位：円

借方
払下げ馬代金（政府から明治11年より20か年賦上納の残金） 3,461.25 
政府から拝借金 5,000.00 
株金（67名、120株） 6,000.00 
株主積立金 4,176.72 
株主・その他当座預り金 1,023.97 

貸方
牛399頭（牝277頭・牡122頭） 13,516.44 
馬478頭（牝413頭・牡65頭） 17,523.48 
建物・什器・牧場内区域 1,660.59 
剦牛・その他売却代（17頭） 395.50 
2・3歳駒・その他売却代（43頭） 1,534.63 
民牛交尾料 17.30 
民馬交尾料 45.00 
斃牛馬売却代 25.65 
当座預け金利子 15.50 
雑受 29.41 
繰越高 1,058.07 

総益 16,159.38 
内訳

払受け牛馬代上納・手数料 287.09 
什器購入代 7.07 
営繕費 16.10 
牧場借地料上納・手数料 40.02 
商業税 1.50 
捕牛馬費 117.15 
雇夫賃（臨時捕牛馬・犢牛焼印） 93.25 
飼料（種畜・預け牛馬） 326.86 
病牛馬治療費 2.96 
野犬弾殺費 1.60 
什器・畜舎その他修繕費 26.86 
役員その他給料 883.98 
役員旅行・牛馬牽引旅費 324.69 
筆墨紙他 35.38 
雑費 33.49 

残金 13,961.40 
予備 13,170.14 
純益 791.26 
賞与金（役員慰労・牧夫長以下） 79.13 
株主配当（1株5円93銭4厘） 712.13 

出典：  「安房国嶺岡牧場嶺岡牧社第六回実際営業所畜概価及損益勘定」明治17年1月1日（千
葉県史料研究財団編『千葉県の歴史』資料編近現代 4、1997年、425-428頁）。

注：  他に政府から拝借の牧場（1,760町）、洋種牡（1頭）・牝牛（1頭）、洋種牡馬（1頭）
がある。
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学
習
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女
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紀
要
　
第
十
七
号

果
、
貝
渚
村
を
除
く
二
九
か
村
と
佐
貫
村
士
族
た
ち
は
「
御
請
書
」
を
提
出
し
、

嶺
岡
牧
を
借
り
、
牛
馬
の
払
下
げ
を
受
け
、
嶺
岡
牧
社
が
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
明
治
一
一
年
一
月
一
一
日
、
嶺
岡
牧
社
は
牧
の
二
〇
年
間
貸
与
を
聞
届
け
ら

れ
（
19
）、
二
月
五
日
種
牡
牛
馬
拝
借
を
出
願
し
、
四
月
二
五
日
に
は
建
家
二
棟
の

払
下
が
許
可
さ
れ
、
資
本
金
六
〇
〇
〇
円
、
一
二
〇
株
（
一
株
五
〇
円
）
で
開
業

し
た
。

創
業
時
の
幹
部
は
、
六
年
の
牛
疫
蔓
延
の
際
、
嶺
岡
牧
の
監
督
に
き
た
内
務
省

勧
農
局
の
河
野
通
三
を
社
長
と
し
、
副
社
長
佐
久
間
慎
吾
、
理
事
・
畜
産
係
長
石

堂
麟
次
（
丸
山
町
石
堂
村
名
主
、戸
長
）、理
事
遠
藤
秋
家
、相
談
役
相
沢
林
蔵
（
和

田
町
北
三
原
村
名
主
）、
相
談
役
田
中
浦
太
郎
、
相
談
役
山
野
井
与
惣
左
衛
門
、

相
談
役
滝
口
公
作
、
相
談
役
水
田
竹
蔵
（
西
野
尻
村
名
主
、
戸
長
）、
相
談
役
高

橋
幾
蔵
、
書
記
座
間
藤
吉
（
20
）
で
あ
っ
た
。
株
主
は
、
嶺
岡
牧
社
に
参
加
し
た
二

九
か
村
の
村
民
と
士
族
七
〇
名
総
代
の
登
徳
教
で
あ
っ
た
（
21
）。
株
は
個
人
持
ち

と
総
代
持
ち
の
株
が
あ
り
、
二
九
か
村
は
必
ず
一
株
は
所
有
し
た
。

嶺
岡
牧
は
、
五
牧
に
分
か
れ
、
東
西
に
広
が
り
、
地
形
が
異
な
る
と
い
う
特
徴

か
ら
、
各
村
と
牧
と
の
地
理
的
条
件
は
異
な
り
、
牧
に
対
す
る
考
え
も
異
な
っ
て

い
た
。
嶺
岡
牧
社
と
い
う
新
規
の
会
社
が
設
立
し
た
時
、
近
世
期
の
「
野
続
」
三

六
か
村
の
う
ち
長
狭
郡
貝
渚
村
・
代
野
村
・
西
山
村
・
星
ケ
畑
村
・
朝
夷
郡
西
小

戸
村
・
宮
下
村
・
御
子
神
村
の
七
か
村
と
「
最
寄
」
三
〇
か
村
は
嶺
岡
牧
社
へ
は

加
入
せ
ず
、
牧
付
村
と
い
っ
て
も
、
近
世
期
の
牧
付
村
と
明
治
以
降
の
牧
付
村
と

で
は
差
異
が
生
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
士
族
層
と
い
う
新
規
加
入
者
に
よ
っ
て
、

嶺
岡
牧
社
に
か
か
わ
る
人
々
は
複
層
的
な
集
団
と
な
っ
た
。

表
1
は
、
嶺
岡
牧
社
の
明
治
一
六
年
度
の
勘
定
で
あ
る
。
原
史
料
は
損
益
計
算

書
と
貸
借
対
照
表
が
混
在
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
表
1
か
ら
、
嶺
岡
牧
社
の

主
た
る
収
入
は
牛
馬
売
却
代
で
あ
っ
た
。
支
出
で
は
給
料
が
八
八
三
円
を
占
め
て

い
る
。
次
い
で
政
府
へ
の
牛
馬
購
入
費
貸
下
金
の
上
納
費
と
牧
借
上
げ
の
上
納
費

が
合
計
三
二
七
円
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
畜
養
費
は
飼
料
と
治
療
費
に
な

る
が
合
計
三
三
〇
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
嶺
岡
牧
で
は
、
牛
馬
と
も
畜
舎
飼
で

は
な
く
主
に
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
飼
料
代
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
放
牧
で
あ
り
な
が
ら
牧
の
改
良
維
持
費
と
な
る
野
犬
弾
殺
費
と
什
器
・
畜
舎

そ
の
他
修
繕
費
は
合
計
二
八
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

捕
牛
馬
費
は
臨
時
捕
牛
馬
の
雇
夫
賃
と
合
計
で
二
一
〇
円
を
占
め
て
い
る
。
嶺

岡
牧
で
は
、
定
期
的
に
牛
馬
を
捕
獲
場
へ
集
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
捕
牛
馬
に
か

か
わ
る
人
夫
差
出
し
は
、
近
世
期
に
は
「
嶺
岡
御
用
」
の
一
つ
と
さ
れ
、
村
の
石

高
に
応
じ
て
人
数
負
担
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
明
治
に
な
り
「
嶺
岡
御
用
」
は
な

く
な
り
、
嶺
岡
牧
が
近
世
期
の
社
会
集
団
と
は
異
な
る
集
団
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
捕
牛
馬
人
夫
は
「
捕
牛
馬
ノ
節
ハ
、
相
当
人
夫
ヲ
年
々
差
出

ス
ベ
ク
事
」
と
「
牧
附
村
々
ノ
心
得
」（
22
）
に
お
い
て
決
め
ら
れ
、
各
牧
近
隣
の

村
に
人
数
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
23
）。
明
治
一
一
年
五
月
の
柱
木

牧
の
捕
馬
で
は
、
各
村
の
総
代
持
ち
と
個
人
持
ち
株
の
合
計
株
数
に
応
じ
て
、
大

井
村
一
一
人
・
川
谷
村
一
二
人
・
石
堂
原
村
六
人
・
石
堂
村
一
三
人
の
人
夫
差
出

し
が
、
嶺
岡
牧
社
か
ら
当
該
村
の
株
主
総
代
へ
宛
て
順
達
さ
れ
て
い
る
。
石
堂
村

で
は
総
代
持
二
株
・
吉
田
持
一
株
・
石
堂
持
二
株
二
人
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
、

う
ち
二
人
を
「
雇
上
ケ
人
夫
」、「
定
雇
」
に
よ
っ
て
調
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
人
夫
が
賃
労
働
と
し
て
広
く
一
般
か
ら
集
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
牧
付
村

の
負
担
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

立
木
・
石
塊
代
、
土
手
垣
・
木
戸
等
の
修
繕
費
に
つ
い
て
、「
牧
附
村
々
ノ
心
得
」

で
は
「
土
手
垣
、
道
路
修
繕
之
義
ハ
、
請
持
之
ケ
所
、
毎
年
両
度
二
月
十
月
」
に

修
繕
す
る
こ
と
、「
牧
場
内
、
荊
棘
刈
払
ノ
事
」、「
牛
馬
呑
井
之
義
ハ
、
其
村
請

持
之
ケ
所
年
々
、
春
秋
両
度
ト
シ
、
牧
場
長
ノ
指
揮
ヲ
請
」
け
浚
う
こ
と
（
24
）
が

決
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
嶺
岡
牧
社
に
は
加
入
し
な
か
っ
た
貝
渚
村
も
、「
牧

場
接
続
」
の
た
め
「
土
手
垣
其
他
、
総
テ
社
中
村
民
同
様
修
繕
等
」（
25
）
を
行
っ
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明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

げ
た
が
、
同
年
、
嶺
岡
牧
に
対
し
て
「
五
牧
一
圓
、
御
払
下
之
義
広
告
」
が
出
さ

れ
た
（
14
）。
希
望
者
へ
払
下
げ
る
と
の
回
達
に
驚
い
た
「
野
続
」
村
一
八
か
村
（
朝

夷
郡
大
井
村
・
川
谷
村
・
珠
師
ケ
谷
村
・
小
戸
村
・
石
堂
原
村
・
石
堂
村
、
平
郡

山
田
村
・
仲
村
・
荒
川
村
、
長
狭
郡
平
塚
村
・
北
風
原
村
・
大
川
面
村
・
宮
山
村
・

仲
村
・
南
小
町
村
・
上
小
原
村
・
下
小
原
村
・
西
野
尻
村
）
は
、
六
年
三
月
、
木

更
津
県
令
へ
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。
嘆
願
書
（
15
）
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
嶺
岡
牧

の
「
御
用
人
足
」
を
勤
め
、「
木
草
勝
手
次
第
入
込
、
苅
取
」
り
、
下
草
を
「
田

畑
養
方
」
に
し
て
き
た
。「
野
続
」
村
以
外
の
者
が
払
下
げ
を
受
け
た
場
合
、「
従

前
之
通
リ
勝
手
入
込
」
む
こ
と
は
出
来
な
く
な
り
「
田
畑
養
方
」
に
も
差
支
え
る
。

浜
に
は
遠
い
村
で
あ
る
の
で
難
渋
す
る
。
自
分
た
ち
の
村
に
「
適
当
之
代
価
」
で

払
下
げ
て
欲
し
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
土
垣
繕
ひ
普
請
悉
く
難
渋
」
と
な
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
嶺
岡
牧
の
優
先
的
な
払
下
げ
を
希
望
す
る
一
八
か
村
の

目
的
は
、
畜
産
業
を
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
下
草
苅
取
の
入
会
権
を

維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
明
治
初
年
の
官
有
地
払
下
げ
政
策
が
、
村
落
に
と
っ

て
は
入
会
権
の
喪
失
の
可
能
性
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
同
年
七
月

二
〇
日
、
大
蔵
省
は
先
の
全
国
的
な
「
荒
蕪
不
毛
地
並
官
林
等
」
の
払
下
げ
を
差

止
に
し
た
た
め
（
太
政
官
布
告
、
第
二
五
七
号
）、
嶺
岡
牧
の
払
下
げ
も
「
取
消
」

と
な
っ
た
。

明
治
六
年
は
悪
性
家
畜
伝
染
病
（
牛
疫
）
が
海
外
よ
り
侵
入
し
、
一
〇
年
ま
で

に
全
国
で
五
万
頭
以
上
の
牛
が
被
害
に
あ
っ
た
（
16
）。
嶺
岡
牧
で
も
六
年
一
二
月

に
は
牛
疫
が
蔓
延
し
、
牛
二
六
八
頭
の
内
、
二
四
頭
だ
け
が
残
る
ほ
ど
の
被
害
を

受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
嶺
岡
牧
に
関
す
る
活
動
は
一
時
下
火
と
な
っ
た
。

次
に
、
嶺
岡
牧
に
対
す
る
活
動
が
起
こ
る
の
は
明
治
八
年
末
頃
で
あ
る
。
八
年

一
二
月
朝
夷
郡
石
堂
村
の
石
堂
麟
司
は
朝
夷
郡
大
井
村
遠
藤
明
家
へ
呼
び
か
け
、

「
嶺
岡
牧
ヲ
拝
借
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
九
年
一
月
牧
付
村
の
有
志
へ
呼
び

か
け
、
八
月
牧
付
村
の
賛
成
を
得
て
（
17
）、
一
一
月
平
郡
荒
川
村
平
民
総
代
高
梨

栄
太
郎
と
他
二
五
か
村
総
代
が
千
葉
県
へ
嶺
岡
牧
拝
借
を
出
願
し
た
。
出
願
理
由

は
、
二
六
か
村
は
「
山
間
之
村
落
ニ
シ
テ
農
務
之
間
ト
雖
モ
、
別
ニ
稼
業
等
無
」

（
18
）
い
地
域
で
あ
る
た
め
、
従
来
「
家
畜
生
育
方
ヲ
以
テ
活
計
之
一
助
」
と
し
て

い
た
が
、
六
年
の
牛
疫
に
よ
っ
て
「
十
中
之
八
九
斃
死
」
し
、「
活
計
之
障
碍
」

と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
牧
を
二
〇
年
間
「
拝
借
」
し
、「
牧
馬
」
の
払
下
げ
を

受
け
、「
牧
牛
繁
殖
」
を
行
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
「
秣
薪

苅
取
等
之
義
ハ
従
前
之
通
被
仰
付
度
候
」
と
秣
薪
刈
取
の
慣
行
の
許
可
を
求
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
出
願
の
目
的
は
、
農
業
の
副
業
と
し
て
の
畜
産
業
と
秣
薪

刈
取
の
維
持
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

明
治
九
年
八
月
二
六
日
に
は
天
羽
郡
佐
貫
町
の
士
族
登
徳
教
と
他
六
九
名
、
か

つ
て
嶺
岡
の
牧
士
で
あ
っ
た
東
京
府
在
住
平
民
吉
野
郡
造
、
三
瀦
県
士
族
田
中
精

一
、
天
羽
郡
佐
貫
町
戸
長
宮
又
兵
衛
の
合
計
七
三
名
が
、
牧
と
牛
馬
の
五
年
間
の

貸
与
を
出
願
し
た
。
出
願
理
由
は
、
七
年
の
「
家
禄
奉
還
資
金
」
で
桑
茶
栽
培
を

行
っ
て
い
た
が
、
新
た
に
畜
産
業
を
行
え
ば
「
大
賜
ノ
資
金
」
を
「
消
却
不
仕
、

永
久
就
産
」
と
な
る
と
い
う
、
秩
禄
処
分
後
の
士
族
授
産
に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
明
治
九
年
一
一
月
二
一
日
、
牧
付
村
の
長
狭
郡
岡
波
太
村
・
太
尾
村
・

来
秀
村
・
貝
渚
村
の
四
か
村
が
牧
の
払
下
げ
を
出
願
し
た
。
出
願
理
由
は
、
四
か

村
は
五
年
か
ら
牧
の
払
下
げ
を
出
願
し
て
い
た
が
、
六
年
に
払
下
げ
が
差
止
め
と

な
っ
た
た
め
、
そ
の
後
は
躊
躇
し
て
い
た
。
今
回
「
拙
村
々
地
先
」
を
「
境
界
ト

相
立
、
一
村
限
リ
」
払
下
げ
を
受
け
、「
土
地
之
景
状
ニ
応
シ
、
或
ハ
開
墾
シ
、

或
ハ
牛
羊
之
牧
場
ヲ
設
」
け
永
続
の
方
法
を
立
て
た
い
と
い
う
、
主
に
開
墾
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
四
か
村
は
、
地
先
の
牧
は
「
狭
隘
ニ
シ
テ
村
々
江
斜

延
シ
、不
断
牛
馬
越
境
之
憂
不
少
」
と
、牧
の
牛
馬
の
侵
入
を
訴
え
、「
外
野
付
村
々

一
列
之
成
規
ニ
準
シ
難
」
い
と
、
他
の
牧
付
村
と
一
括
は
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
、
千
葉
県
は
三
組
が
協
議
す
る
よ
う
勧
め
た
。
そ
の
結
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さ
れ
て
い
る
（
7
）。
慶
長
一
九
（
一
六
一
四
）
年
、
里
見
氏
の
転
封
に
伴
い
幕
府

直
轄
の
牧
と
な
る
。
牧
は
寛
永
年
間
以
降
、
野
馬
の
減
少
や
元
禄
大
地
震
な
ど
に

よ
り
一
時
衰
退
す
る
が
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
東
牧
・
西
牧
と
し
て
再
興

し
、
そ
の
後
、
西
一
牧
・
西
二
牧
・
東
上
牧
・
東
下
牧
・
柱
木
牧
の
五
牧
と
な
っ

た
。
幕
府
は
イ
ン
ド
産
白
牛
を
放
牧
し
、
牛
酪
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治

二
年
時
点
で
の
牛
馬
数
は
馬
三
八
七
頭
、
牛
一
二
二
頭
（
8
）
で
あ
り
、
主
に
馬
を

放
牧
し
て
い
た
。

牧
の
管
理
は
、
江
戸
の
野
馬
方
役
所
が
管
轄
し
、
牧
の
近
隣
村
が
直
接
の
管
理

を
行
っ
た
（
9
）。
図
に
み
る
よ
う
に
、
牧
に
隣
接
す
る
「
野
付
」（
10
）
三
六
か
村
、

野
付
の
周
辺
を
取
囲
む
「
最
寄
」
三
〇
か
村
、
合
計
六
六
か
村
で
あ
っ
た
（
11
）。

こ
れ
ら
の
村
々
は
、
捕
馬
、
病
気
の
馬
の
処
置
、
幕
府
役
人
の
接
待
、
大
伝
馬
入

用
な
ど
牧
御
用
人
足
（
12
）
を
勤
め
た
。
村
々
か
ら
は
、
牧
士
・
馬
医
・
勢
子
廻
し
・

捕
手
な
ど
が
選
ば
れ
た
。
特
に
牧
士
は
、
名
主
を
兼
務
し
て
い
る
者
が
多
く
、
名

字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
扶
持
を
も
ら
い
、
役
職
は
お
お
む
ね
世
襲
さ
れ
、
名
誉
あ
る

役
職
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
牧
士
は
、
野
馬
の
捕
馬
、
牛
馬
の
移
出
、
牧
の
整
備
、

幕
府
へ
の
伺
い
、
勢
子
の
督
励
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
任
務
を
行
っ
た
。
勢
子
は
、

捕
馬
の
際
、
馬
群
を
捕
場
へ
追
い
上
げ
る
も
の
で
、「
野
付
」
村
の
若
者
か
ら
選

ば
れ
、
無
報
酬
で
あ
っ
た
。
一
回
の
捕
馬
に
五
〇
〜
一
〇
〇
人
が
集
め
ら
れ
た
。

二　

明
治
前
期
の
嶺
岡
牧
社

明
治
に
な
り
、
嶺
岡
牧
は
明
治
政
府
の
直
轄
と
な
り
、
民
部
省
を
経
て
、
明
治

二
（
一
八
六
九
）
年
大
蔵
省
の
所
管
と
な
っ
た
。
四
年
八
月
、
大
蔵
省
は
府
県
に

向
け
「
荒
蕪
不
毛
之
地
、
自
今
相
当
ノ
価
ヲ
以
、
御
払
下
ケ
相
成
候
間
、
士
民
ヲ

論
セ
ス
望
ノ
者
ハ
」
入
札
す
る
よ
う
布
告
し
た
（
大
蔵
省
、
第
三
九
号
）。
五
年
、

大
蔵
省
勧
農
寮
は
東
上
牧
・
東
下
牧
を
「
無
年
限
」（
13
）
で
水
町
久
兵
衛
ヘ
貸
下

図　嶺岡牧と牧付村・最寄村
出典：  「千葉県管内実測全図」明治20年7月版権（千葉県立中央図書館蔵、千葉県議会史編さん委員会編『千葉

県議会史』第1巻附録、千葉県議会、1956年）より作成。
注：  御子神村と宮下村は合併し宮下村、吉井村は米沢村と合併し吉沢村となっている。吉保仲村は仲村、中村は

平久里中村、上打墨村・中打墨村・下打墨村は打墨村で示している。
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は
じ
め
に

日
本
の
畜
産
業
は
、
近
世
期
に
は
、
馬
は
軍
用
と
し
て
繁
殖
・
育
成
の
保
護
奨

励
が
な
さ
れ
た
の
に
対
し
、
牛
は
農
民
に
ま
か
さ
れ
馬
と
比
べ
て
保
護
奨
励
が
薄

か
っ
た
（
1
）。
こ
の
よ
う
な
近
世
期
の
畜
産
業
に
対
す
る
方
針
は
、
明
治
初
期
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
牧
の
多
く
は
入
会
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
明
治
に
な
り
土
地
の
官
有
地
・
民
有
地
の
区
分
が
な
さ
れ
る
過
程
で
、
従
来
、

入
会
慣
行
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
で
は
、
新
し
い
地
主
や
借
地
人
と
、
入
会
慣
行

の
継
続
を
希
望
す
る
村
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
（
2
）。

千
葉
県
の
嶺
岡
牧
は
、
近
世
期
に
は
幕
府
直
轄
の
牧
で
あ
り
、
軍
馬
を
幕
府
へ

献
上
し
て
い
た
。
一
方
で
、
嶺
岡
牧
に
か
か
わ
る
周
辺
村
落
は
嶺
岡
牧
を
入
会
地

と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
明
治
に
な
り
嶺
岡
牧
の
大
半
の
土
地
が
官
有
地
に
区
分

さ
れ
る
と
、
畜
産
業
を
継
続
し
た
嶺
岡
牧
で
は
、
入
会
地
と
し
て
の
土
地
利
用
を

望
む
近
隣
村
落
の
間
で
、
土
地
利
用
と
管
理
の
問
題
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題

は
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
た
の
か
。

従
来
、
嶺
岡
牧
に
つ
い
て
は
、『
安
房
酪
農
百
年
史
』『
千
葉
県
の
歴
史
』
が
記

述
し
て
き
た
。
多
く
の
事
実
が
記
録
さ
れ
て
き
た
が
、
畜
産
業
と
入
会
地
利
用
の

維
持
方
法
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、
嶺
岡
牧
に
お
け
る
、
畜
産
業
と
入
会
地
利
用
の
維
持
に
つ
い
て
、
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
以
下
、
嶺
岡
牧
社
の
時
期
、
嶺
岡
畜
産
会
社
の
時

期
で
区
切
り
検
討
す
る
。

明
治
期
の
千
葉
県
嶺
岡
牧
に
お
け
る
畜
産
業
と
入
会
慣
行

森
　
田
　
貴
　
子

一　

近
世
期
の
嶺
岡
牧

嶺
岡
牧
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
嶺
岡
牧
の
場
所
と
由
来
を
概
括
し

て
お
く
。
嶺
岡
牧
は
、
現
在
の
千
葉
県
安
房
郡
と
鴨
川
市
に
位
置
し
、
明
治
初
期

に
お
い
て
は
、
長な
が
　
さ狭
郡
・
朝あ
さ
　
い夷
郡
・
平へ
い

郡
に
わ
た
り
、
西
は
房
総
半
島
南
部
の
丘

陵
地
帯
か
ら
東
は
外
房
海
岸
近
く
ま
で
、
東
西
に
広
が
っ
て
い
た
。
図
は
、
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
頃
の
当
該
地
域
で
あ
る
。
牧
は
、
西に
し
い
ち一
牧
（
四
一
六
町
二

反
八
歩
）・
西に
し
　
に二
牧
（
三
八
四
町
八
反
七
畝
二
三
歩
）・
東
ひ
が
し
か
み上
牧
（
三
六
八
町
四
反

三
畝
一
五
歩
）・
東
ひ
が
し
し
も下
牧
（
二
四
〇
町
八
畝
一
八
歩
）・
柱は
し
ら
ぎ木
牧
（
三
五
二
町
三
反

九
畝
二
九
歩
）
の
五
牧
に
分
か
れ
、
総
面
積
は
一
七
六
二
町
三
歩
、
他
に
官
有
林
・

民
有
林
・
道
路
・
水
路
な
ど
一
二
一
町
二
反
八
畝
二
五
歩
が
あ
っ
た（
3
）。
牧
は「
悉

ク
皆
高
山
」（
4
）
で
、
中
で
も
柱
木
牧
は
険
し
い
地
形
で
「
巌
石
峨
々
、
人
畜
ノ

佇
立
ス
ル
能
ハ
サ
ル
処
ア
リ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
東

上
牧
・
東
下
牧
に
は
や
や
平
坦
な
場
所
も
あ
っ
た
。
嶺
岡
牧
の
山
頂
、
山
間
部
に

は
、
各
所
に
渓
水
が
あ
り
、
大
小
約
二
百
か
所
の
呑
井
が
あ
る
「
大
旱
ト
雖
ト
モ

不
絶
湧
出
シ
テ
、
放
牧
牛
馬
ノ
飲
浴
ニ
欠
乏
ノ
患
」（
5
）
い
が
な
い
、
放
牧
が
可

能
な
土
地
で
あ
っ
た
。
一
方
、
樹
木
は
松
が
多
く
、
東
牧
・
西
牧
は
「
荊
薇
非
常

ニ
密
生
シ
」（
6
）、
西
牧
は
「
樹
木
極
メ
テ
繁
茂
ニ
過
キ
」、
日
光
が
遮
ら
れ
土
地

が
湿
潤
と
な
り
、
蚋ぶ
よ

や
蛭ひ
る

が
発
生
し
、
牧
草
の
生
長
が
妨
げ
ら
れ
、「
大
ニ
牧
場

ノ
障
碍
」
と
な
っ
て
い
た
。

嶺
岡
牧
は
、
戦
国
大
名
里
見
氏
が
軍
馬
養
成
の
た
め
牧
を
設
け
た
の
が
起
源
と


